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成果をまとめたフランス語著作 Proust et l’art 




ランス語フランス文学顕揚賞 Prix du Rayonnement 
























































































































































































































































































営管理大学院長が「Strategic Complementarity and 




























































































































































































































































































































研究所の研究員であるDr. Jean Luc Ygnace氏より，
「Trends and Prospects for Reducing Road 
Transportation Carbon Emissions in France」と題
して，フランスにおけるCO2削減のための交通政策
についての講演があった。
その後，Korea Advanced Institute of Science and 
Technology（KAIST）のJae Kyu Lee 教授より，
「Dynamics of National Green Policy, Green 






が「Effective Communication for Low Carbon 
Society」と題し，高度知識社会におけるコミュニ
ケーションの役割に関する講演を行った。
その後の「Practical Session」では，「Challenges for 



















Dr. Jean Luc Ygnace氏による基調講演 シンポジウム会場の様子
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大正期の評論『貧乏物語』で知られる経済学者 河
上　肇（1879～1946）が本学でマルクス経済学を講義
した時の学生ノートが相次いで見つかり，経済学研
究科の「河上肇文庫」に寄贈された。
見つかったのは，いずれもマルクスの『資本論』を
解説した「経済原論」の講義ノートで，どちらのノー
トとも講義を再現できるほど詳細に記述されている。
このノートは，酒井英示氏と松浦義人氏（いずれも
故人，昭和３年卒業）が取られたもので，ご家族か
ら寄贈された。
両氏は，1928年に経済学部を卒業した同級生で，
ノートの中身が酷似していることから，当時（1925
年度授業），300～400人が入る大教室で河上の「経済
原論」の講義を一緒に受けていたものと思われる。
両氏のノートが発見されたことについては，朝日
新聞の５月15日付と８月４日付（いずれも朝刊）で詳
しく報じられた。なお，酒井氏のノートは，インター
ネット上で公開している。
経済学者 河上　肇が講義した時の学生ノートを発見
読する－30億文字に書かれたあなたの設計図－」と
題して，DNAに含まれる遺伝情報の仕組みとその利
用について，前川真吾助教から「熱帯魚ゼブラフィッ
シュからひもとく体の作り方－受精に始まるいのち
の物語－」と題して，ゼブラフィッシュの研究から
明らかになってきた“形づくり”の神秘について，松
田哲也教授から「ヒトの形ができあがるまで－ヒト
胎児データベースから形づくりを知る－」と題して，
ヒト胎児の発育過程を詳細に表現可能なデータベー
スシステムについて，それぞれ講演を行った。
公開講座には，中高生とその保護者，引率教員を
はじめ，学生，社会人など約200名が参加した。参
加者は，熱心にメモを取り，講師に質問するなど，
積極的に受講する姿がみられ，公開講座は盛会のう
ちに終了した。
 （大学院情報学研究科）
 （大学院経済学研究科）
上記ノートの書き下し
本　　論
第一編　 資本ノ生産過程
第一章　 商品及商品価値
各商品ハ使用価値及ビ交換価値ト云フ２重ノ見地ノ下ニアラハレル。　　　
商品ノ使用価値トハソレガ人間ノ欲望ヲ満シウル性質ノ事テアル　ソレハ商
品ノ自然的物理的性質ニ含マル　従ッテ使用価値トシテノ商品　　　　　　
ノ存在ハ見又手ニ握ル事ノ出来ルソノ自然的存在ト一致スル　　　　　　　
後藤教授による講演の様子
酒井氏の講義ノートの一部
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名誉教授が逝去されました。ここに謹んで哀悼の意を表
します。以下に各氏の略歴，業績等を紹介します。
訃報
加藤重樹先生は，３月31日
逝去された。享年61。
先生は，昭和46年京都大学
工学部卒業後，日本学術振興
会特別研究員，岡崎国立共同
研究機構分子科学研究所助
手，名古屋大学教養部助手，
名古屋大学教養部講師，同助教授，東京大学教養学
部助教授を経て，平成２年京都大学理学部教授に就
任，化学教室にて理論化学分科を担任された。また，
平成13年４月から同15年３月まで，および同19年４
月から同21年３月までの間，理学研究科長・理学部
長の任に就かれた。
先生は，様々な物質相で起こる化学反応現象の分
子理論に関して，新規な方法論の開発を通して独創
的かつ広範囲な貢献をされた。特に，化学反応の分
子機構とダイナミックスの研究において，非経験的
分子軌道法に基づいた電子状態理論，複雑なポテン
シャルエネルギー面とその上でのダイナミックスを
簡便に解析することを可能にする力学的理論，およ
び反応物質を取り囲む無数の溶媒・タンパク質分子
の効果を適切に取り入れる統計力学的理論を開発す
ることにより，理論化学分野に一里塚を築かれた。
これらの業績により，平成４年に日本IBM科学賞
を受賞された。また，理論化学分野の国際組織であ
る国際量子分子科学アカデミーの会員などの要職を
歴任されるとともに，物理化学分野の複数の国際学
術雑誌の編集委員を務め，学界の発展に多大な貢献
をされた。
また，理学研究科長・理学部長を二期にわたり務
め，特に国立大学法人化の激動の局面で強い信念と
意思を持って，大学教育と研究環境の充実および発
展に尽力された。
 （大学院理学研究科）
加藤　重樹　理学研究科教授
太田武男先生は，５月７日
逝去された。享年92。
先生は，昭和18年９月京都
帝国大学法学部を卒業後，同
23年11月京都大学人文科学
研究所研究員に任ぜられ，同
24年４月同助教授を経て，同
48年７月同教授に昇任し，日本文化研究部門を担当，
同56年４月停年により退官され，京都大学名誉教授
の称号を授与された。この間，民法，特に家族法の
研究に専念するとともに，法学部および大学院法学
研究科において学生・後進の指導に尽力された。学
外においても昭和32年１月より京都家庭裁判所家事
調停委員として，家事事件の解決に尽力されるとと
もに，同46年６月からは法務省法制審議会民法部会
委員として，民法の改正・立案等の作業にも参画さ
れた。
先生は，一貫して家族法（親族・相続法）上の諸問
題に関する理論的・実証的研究を目的とし，文献・
判例の収集・整理をはじめ慣行調査および比較法的
研究による，家族法の発展過程とその間における判
例の推移ないし法理論の変遷に関する考察を主たる
内容として多大な功績を挙げられた。
人文科学研究所においては，共同研究班「家族問
題の研究」，「現代都市の研究」を組織・主宰する他，
「日本における市民文化の形成」（班長 林屋辰三郎）
等に参加し，共同研究の運営に努められた。特に，
共同研究班「家族問題の研究」では，夫婦・親子・相
続などをめぐる諸問題に関する理論的・実証的研究
を目的とし，法律学的な観点からの考察を中心にし
ながら，心理学・社会学・倫理学・社会人類学など
の多方面な学問領域からの考察も加えて，総合的に
行ったことが非常に特徴的であり，学会で高い評価
を得ている。
以上のように，先生は永年にわたり教育・研究に
尽力するとともに，該博な知識による我が国の法曹
界に対する貢献も極めて大きなものがある。
 （人文科学研究所）
太田　武男　名誉教授
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國司秀明先生は，6月28日
逝去された。享年85。
先生は，昭和24年京都大学
理学部地球物理学科を卒業，
同28年京都大学防災研究所
助手，同32年理学部助手，同
33年同講師，同34年同助教
授，同41年教授に就任，地球物理学科海洋物理学講
座を担当された。昭和63年停年により退官され，京
都大学名誉教授の称号を受けられた。退官後は，広
島工業大学教授を務められた。
先生は，海面過程，なかでも風波の発達過程にお
ける研究で極めて顕著な業績を上げられ，昭和40年
に日本海洋学会第１回岡田賞を受賞された。また，
沿岸過程の研究では，沿岸海況変動や物質の分散過
程の解明など，優れた業績を残され，沿岸海洋学の
発展に大きく寄与された。
また，日本海洋学会評議員，沿岸海洋研究部会長，
日本学術会議地球物理学研連委員，学術審議会専門
委員，東京大学海洋研究所協議員等の要職を歴任さ
れた。これら一連の教育研究活動，学界活動の功労
により，平成15年瑞宝中綬賞を受けられた。
 （大学院理学研究科）
國司　秀明　名誉教授
田村　武先生は，6月30日
逝去された。享年62。
先生は，昭和46年京都大学
工学部土木工学科を卒業後，
同大学院修士課程を経て，同
48年京都大学工学部助手に
任ぜられ，同55年同学部講
師，同59年同学部助教授に昇任された。平成8年同
大学院工学研究科教授に昇任され，土木工学専攻土
木基礎情報学講座を担当されるとともに，改組に伴
い同15年社会基盤工学専攻応用力学講座を担当され
た。また，平成15年４月から2年間留学生センター長，
国際交流推進機構発足に伴い同17年４月から2年間
国際交流センター長として，本学の国際交流に多大
な貢献をされるとともに，同20年４月から1年間地
球工学科長，同21年４月から1年間理事補を務め，
学内行政にも尽力された。
先生は，永年にわたって，土木構造物の安定性評
価を視点に，数学と物理を使って自然現象をモデル
化する応用力学を，構造工学および地盤工学分野の
実問題の世界に展開することに先導的な役割を果た
された。特に，青函トンネル，東北新幹線，大阪市
や京都市の地下鉄建設など，国土交通省や（独）鉄道・
運輸機構などの行政・実務分野に幅広く関わってこ
られた。また，教育と研究指導に尽力され，多くの
人材を育成するとともに，文部科学省最先端分野留
学生交流促進制度選考委員，（社）土木学会理事・関
西支部幹事長，同応用力学委員会委員長，（独）土木
研究所研究評価委員会委員長等を歴任し，さらには
（社）日本材料学会会長を務められるなど，学術・教
育行政に多大な貢献をされた。
 （大学院工学研究科）
田村　　武　工学研究科教授
齋藤　裕先生は，７月２日
逝去された。享年63。
先生は，昭和45年３月京都
大学理学部を卒業，同47年３
月同大学院修士課程を修了
後，京都大学理学部助手に就
任，同50年10月教養学部講
師，同53年５月同助教授，平成４年10月人間・環境
学研究科教授を経て，同15年４月理学研究科数学・
数理解析専攻の教授に配置換になり，多様体論講座
を担当された。
先生は，長年にわたって代数学，整数論の教育，
研究に努められ，保型形式のリフトの研究に大きな
基礎的業績を残された。跡公式を使った保型形式の
リフトの研究は，現在保型形式の研究に広く用いら
れている跡公式の応用のプロトタイプであり，特に
有名である。齋藤－黒川リフト，あるいはマースリ
フトと呼ばれているリフトも発見された。この型の
リフトは現在も拡張と応用が進められている。概均
質ベクトル空間，局所体上の代数群の表現論にも業
齋藤　　裕　理学研究科教授
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梅棹忠夫先生は，７月３日
逝去された。享年90。
先生は，昭和18年９月京都
帝国大学理学部を卒業し，同
大学大学院特別研究生を経
て，同24年４月大阪市立大学
助教授，同40年８月京都大学
人文科学研究所助教授，同44年４月同教授となり，
同48年４月国文学研究資料館教授（国立民族学研究
博物館創設準備室長），同49年６月国立民族学博物
館長に就任，平成５年３月31日任期満了により退官
され，同年４月国立民族学博物館名誉教授，並びに
同８年１月京都大学名誉教授の称号が授与された。
また，昭和58年11月財団法人千里文化財団会長，平
成５年４月国立民族学博物館顧問となられた。
この間，先生は，アジアからアフリカに至る極め
て広い範囲にわたり，フィールド・ワークを行い，
世界に例を見ない独創的な理論を発表し，わが国に
おける民族学（文化人類学）研究に大きな足跡を残さ
れた。また，国立民族学博物館の創設に尽力し，創
設後は館長として，共同研究組織の運営を指導し，
数々の研究成果を生み出すとともに，後進の育成に
力を注ぎ，国立民族学博物館を国際的な研究機関に
育てられた。また，比較文明学研究を基礎に置きな
がら，深くその思索を国際交流や日本文明の解明に
費やし，多くの日本文明に関する書物を著してこら
れた。このいくつかはイタリア語やフランス語に翻
訳されるなど，国際的にも高い評価を得ている。
これらの功績に対し，平成３年文化功労者，同６
年文化勲章，同11年勲一等瑞宝章を授与された他，
数多くの賞を受けられた。また，中央教育審議会委
員をはじめとして，学術審議会員，日本ユネスコ国
内委員会委員，産業構造審議会委員，科学技術会議
専門委員等，数多くの要職を歴任すると共に，学会
活動においても，日本展示学会会長，日本中東学会
会長等を歴任し，教育，研究，行政等の各方面に多
大な貢献を果たされた。
 （人文科学研究所）
梅棹　忠夫　名誉教授
米田満樹先生は，7月12日
逝去された。享年80。
先生は，昭和28年3月に東
京大学理学部を卒業後，同大
学大学院生物系研究科修士
課程（動物学）にて生理学を
学ばれ，同29年5月に同課程
を中退，同年6月に東京都立大学理学部助手に就任
された。昭和41年4月から1年間学術振興会流動研究
員として大阪大学理学部生物学科に出張，同42年4
月お茶の水女子大学理学部講師，同43年4月同助教
授，同44年10月から半年間学術振興会在外研究員と
してナポリ臨海実験所に出張された。昭和49年4月
一橋大学法学部教授を経て，同51年9月京都大学理
学部教授に就任，動物学教室において第三（発生生
物学）講座を担当された。平成6年3月に停年により
退職され，京都大学名誉教授の称号を受けられた。
定年退職後は，お茶の水女子大学館山臨海実験所で
研究を続けられた。
先生は，卵や初期胚の力学的性質に注目され，物
理学的な手法を駆使して細胞質周期の概念を確立さ
れた。また，日本動物学会，日本発生生物学会など
において要職を務められ，日本発生生物学会の学会
誌の編集主幹として学会の発展に寄与された。
先生は，蛾のコレクターでもあり，昭和21年から
の30年間に採集された3209個体の標本は，日本産蛾
類標本（米田コレクション）として兵庫県立人と自然
の博物館に完璧なデーターベースとともに収蔵され
ている。
 （大学院理学研究科）
米田　満樹　名誉教授
績を残された。
また，先生は，日本数学会の欧文誌などの専門誌
の編集委員，国内および国際研究集会の組織委員を
務められ数学の発展に貢献された。
 （大学院理学研究科）
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はじめに
現在の医学は，生物学との融合が益々進み，個
体レベルの生物学の究極であると考えられます。
これからの私たちに要求されるのは，ヒト・ゲノ
ム塩基配列の決定に象徴されるような個体を構成
する分子的要素の理解に基づき，生命を生命たら
しめ，ヒトをヒトたらしめている個体で働く様々
な作動原理を解明し，新たな医学を創造すること
です。
グローバルCOEプログラムでは，「世界をリー
ドする創造性ある人材を育成する世界最高水準の
教育研究基盤を備えた拠点」を形成することを目
的としていますが，このような時代認識の下に，
私たちは，
① ５つの「研究領域」における教室間，基礎－臨床
間の相互連携を強化し研究者のcritical massを
作ること
② 生命原理の解明（基礎医学）と医学への応用（臨
床医学）をスムーズに行える環境を整備するこ
と
③ 世界の医学研究をリードする人材を生み出すこ
と
の３つの目標を掲げ，「生命原理の解明を基と
する医学研究教育拠点」を平成20年度にスタート
させました。
拠点研究・教育組織
上記の目標達成のため私たちは，「免疫・アレ
ルギー」，「がん」，「老化・生活習慣病」，「脳・神
経科学」，「再生医学・医療」の５研究領域で，そ
れぞれ教員30～60名，博士課程大学院生とポスド
ク60～130名が参加し，基礎研究者と臨床研究者
が一体となった研究・教育組織を立ち上げました。
これらの領域では，月に一度の研究領域ミー
ティング，年に一度の研究領域別リトリートを
もって活動しています。また，この５研究領域を
横断する「細胞生物学」，「構造生物学」，「遺伝・
ゲノム医学（「バイオインフォマティクス」を包含
する）」，「病理形態・病態医学」，「臨床研究」，「社
会健康医学」，「医工情報学」７領域をインターフェ
イス領域と位置づけ，補完的な活動を展開してい
ます。
平成21年度秋に行われた第２回全体リトリート
の際には主要５研究領域の各々の分野で国際的に
著名なサイエンティスト５名を招いて外部評価を
実施し，拠点の運営，研究，教育について，客観
的かつ国際的視野から評価していただき，今後の
拠点運営に反映することにしました。
グローバルCOEプログラム紹介
プログラム名称：生命原理の解明を基とする医学研究教育拠点
拠点リーダー：医学研究科教授　成宮　　周
申請分野：医学系　　
研究分野：基礎医学
申請部局：医学研究科（医学専攻・医科学専攻），再生医科学研究所，
　　　　　iPS細胞研究所（平成22年4月1日追加）
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キャリア形成の明確化と若手研究者支援
まず優秀な大学院生をResearch Assistant
（RA）に任命しました。また，大学院の修了年限
を超えて野心的な研究課題に挑戦する若手研究者
を支援する目的で，新たにAssociate Fellow（AF）
を設けました。さらに大学院生が自分のキャリア
形成の道のりが見えるよう，15名の博士研究員
（PD）のポジションを設けました。
平成20年度は，RA66名，AF９名，PD９名，同21
年度は，RA69名，AF23名，PD15名を採用しました。
これにより，本拠点で独創的な研究成果をあげた
若手がステップアップできる継続的なキャリア支
援の仕組みを徐々に整備しつつあるところです。
さらに，X線回折データ測定システム，パラフィ
ンブロック自動薄切装置，マウス行動解析設備等
の先端的研究支援のための機器を導入しコア・
ファシリティーの充実に努めました。
教育・研究活動の国際化
本拠点では英語を公用語とし，各種支援プログ
ラム（PD，AF，RA，海外派
遣）の募集要項は英語・日
本語の併記とし，申請書は
すべて英語で記載すること
を義務付け，事業期間中毎
年開催する全体リトリート
でのプログラム，口頭発表，
質疑応答も英語で行いまし
た。
さらに大学院生・若手研
究者の国際性の早期体験と
して，海外の学会で行う研
究発表を支援する｢国際学
会派遣｣，２週間から３ヶ
月の間，海外の研究室に滞在して行う双方向的な
共同研究を支援する「インターンシップ」を設けて
います。平成20年度と21年度は，国際学会派遣14
名と27名，インターンシップ６名と８名をそれぞ
れ支援しました。
また，海外の研究者による123回のグローバル
COEセミナーを実施（うち25回は特別セミナーと
して謝金援助）し，英語の講演を聴き討論に参加
できる機会を増やしています。さらに国際的に卓
越した拠点であるMDアンダーソンがんセンター，
インペリアルカレッジ，INSERMなど世界有数の
研究機関との研究交流を促進しています。
海外で行う拠点の活動として，平成20年度は中
国・復旦大学との共催で上海において国際シンポ
ジウムを開催，同22年度はタイ・マヒドン大学と
国際シンポジウムを開催する計画で，本拠点の活
動をアジア主要大学の教員・学生にアピールし，
大学院生のリクルートを促進，博士研究員を広く
公募する計画です。
運営体制と活動内容
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全体リトリート
拠点の連携を深めるため，平成20年度には滋賀
県長浜市において拠点メンバー全員が参加する１
泊２日のキックオフ全体リトリートを開催しまし
た。このリトリートでは上記のように英語を使用
言語とし，事業推進担当者全員が研究内容につい
ての発表を行いました。また，本プログラムの支
援を受けた全ての若手研究者がポスター発表をし
ました。参加者は172名にのぼり，若手参加者か
らは「自分の研究を発表でき，また，通常交流の
ない他の若手研究者とディスカッションできる良
い機会になった」，「最先端の研究に触れることが
できた」などの感想が寄せられました。
平成21年度には兵庫県淡路市において２泊３日
の第２回全体リトリート・国際シンポジウムを開
催しました。５名の外部評価委員には，国際シン
ポジウムでの講演に加えて，若手研究者への助言
も行っていただきました。185名の参加者があり
ましたが，ここでもグローバルCOEの支援を受
けた全ての若手研究者がポスター発表を行い，評
価委員を含むシニアの研究者の質問や領域を越え
た活発な討論により大いに刺激を受けたようです。
外部評価と将来への展望
外部評価ではコアメンバーの質の高さ，臨床か
ら基礎までを含む分野の多様性，リーダーおよび
主要メンバーの積極的な参画，旧来の講座制を越
えて研究者のcritical massを作ろうとする方針，
大学院生および若手研究者への経済的支援，全体
リトリートにおける英語公用化の取り組み，若手
メンバーの英語発表や質疑応答における流暢さな
どを優れた点として評価いただきました。
他方，若手スタッフの積極的参加を促す工夫，
女性研究者のキャリア支援，留学生をも巻き込ん
だ日常的な英語での討論の促進などは，今後の課
題と考えています。いずれにしても，このような
拠点活動が継続して行われることが最も大事であ
り，我が国の大学院教育の充実にとって極めて有
意義な施策であるグローバルCOEにより，今後
も支援が継続的に行われることを期待しています。
 （医学研究科教授　成宮　　周）
ポスターセッションの様子
本グローバルCOEプログラム関係者集合写真
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ご意見・ご感想をお寄せください。
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